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　有機導体や集積型金属錯体などには分子が集合す
ることによって生じる多様な電子的機能がある。磁
性、伝導性、光物性、構造物性などが絡み合い、分
子性特有の異方性と柔らかさを使って制御すること
ができる。例えば、組成変化、加圧、光照射などで
環境をわずかに変えると、結晶構造、色や磁性が変
わることがある。こうした変化の前兆領域は競合し、
新しい領域が成長・増殖して、もの全体の性質を変
えてしまうこともある。これらの物性の発現機構や
ダイナミクスを理論的に研究する。
　電子相の基底状態や平衡状態で現れる静的性質と
励起状態や非平衡で現れる動的性質を系統的に記述
する。そのためには結合の強弱各極限からの摂動論、
繰り込み群、数値的な電子状態計算、決定論的また
は確率論的な時間発展を求める方法論などを用いて
多面的に考える必要がある。
①擬１次元有機導体の電荷秩序の光誘起秩序形成
　有機導体の電荷秩序はクーロン相互作用と電子格
子相互作用の競合や協力で生じる。対象を選べば、
光照射でのみ新たな電荷秩序が得られることや、電
子の波動性／粒子性の異なる側面を観測エネルギー
次第で引き出せることがわかってきた。照射直後の
電子とフォノンの役割を探るため、平衡状態の物性
に現れない軌道や振動モードを含めた多自由度量子
解析を行う。
②量子相転移近傍の光誘起ダイナミクス
　交互積層型の電荷移動錯体の中に、極低温で常誘
電中性相と反強誘電イオン性相の間で量子相転移す
るものがある。通常の中性イオン性相間の光誘起ダ

イナミクスとは異なる挙動が、量子相転移近傍で観
測されている。その光誘起ダイナミクスを解析する
ため完全に量子的な多自由度の時間発展を扱う。各
種振動のコヒーレンスや応答の非線型性における量
子効果を調べる。
③擬２次元有機導体の電荷秩序の光誘起融解ダイナミクス
　有機導体では絶縁相において非常に似た電荷秩序
をもつものでも、光照射により秩序を融解して金属
化する過程が全く異なるものがあることが知られて
いる。これらは光照射により平衡状態から遠く離れ
た状況をつくることで、相互作用によって秩序安定
化への寄与が違うことが明確化される一例である。
詳しい解析を通して、相互作用の競合・協力関係を
解明する。
④金属半導体界面を通した電荷輸送と秩序変化
　電子相関が強い絶縁体に金属との界面を通して電
流を流すと、特徴的な輸送特性が現れることがある。
時間発展を直接解く方法や非平衡グリーン関数を使
う方法で輸送機構を明らかにする。このような定常
バイアス下では、平衡状態とは異なる電荷秩序や電
荷相関が現れることが知られている。その様子を解
明するため、これまで発展させてきた非平衡物性理
論を適用する。

　これらの問題を、解析的あるいは数値的な方法に
より研究する。量子力学、統計力学、物理数学など
の基礎学力を十分に備えていることが必要不可欠で
ある。
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